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復興への祈りを込めて.. .
　

平
成
29
年
４
月
16
日
。
熊
本
地
震
の
本
震
か
ら
一
年
。

　

市
民
の
暮
ら
し
は
あ
の
日
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。

　

国
道
57
号
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
寸

断
、
多
数
の
家
屋
の
損
壊
、
山
々
や
農
地
、
宅
地
に

入
っ
た
地
割
れ
な
ど
、
現
在
も
そ
の
爪
痕
が
い
た
る
と

こ
ろ
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
年
以
上
の
降
雨
量
が
あ
っ
た
梅
雨
期

も
、
自
然
災
害
を
教
訓
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
高
い
防

災
意
識
に
よ
り
、
大
き
な
二
次
災
害
も
な
く
無
事
乗

り
切
り
ま
し
た
。
７
月
末
に
は
全
て
の
避
難
所
を
閉

鎖
、
８
月
末
に
は
応
急
仮
設
住
宅
が
完
成
。
市
民
の

生
活
リ
ズ
ム
も
少
し
ず
つ
元
に
戻
り
は
じ
め
、
11
月
に

は
阿
蘇
の
歴
史
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
阿
蘇
神
社
楼
門

再
建
な
ど
の
本
格
工
事
も
始
ま
り
、
復
旧
復
興
に
向

け
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
16
日
は
、
震
災
を
振
り
返
り
、
こ
れ
ま
で
の
多

く
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
や
こ
れ
か
ら
の
復
興
に
向

け
て
、
市
内
各
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
震
を
経
験
し
、
学
ん
だ
教
訓
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
力

強
い
市
民
活
動
が
、
多
く
の
人
た
ち
に
勇
気
と
元
気

を
与
え
て
い
ま
す
。

阿蘇マルシェ
　阿蘇を支援してくれたすべての方に感謝を込めて阿蘇
草原保全活動センターで第19回阿蘇マルシェが開かれま
した。
　復興を祈願して約300人のバルーンリリースで開会。市
内の事業者が出店する全店舗で「ありがとう」にちなんだ
３９０円（サンキュー）の商品を販売しました。内牧料理
維新の会は限定２００食の朝食を用意。阿蘇の春の味覚を
味わおうと長蛇の列ができました。
　また、「ありがとう」を伝えるステージや阿蘇ネイ
チャーランドによる熱気球搭乗体験、世界の名車来場な
ど多くのイベントで賑わいました。

― 応援にありがとう ―
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命の凧揚げ

犠牲者追悼の黙祷と
復興に向けて祈念植樹
　震災で不幸にも犠牲になられた方に追悼とご冥福をお
祈りするとともに、復興の歩みを確実なものにするた
め、市内一斉にサイレンを鳴らし黙祷を捧げました。
　また、阿蘇中央高校の生徒代表からは感謝と願いを込
めた千羽鶴が佐藤市長に贈られました。
　終了後は、市民一丸となって地震に立ち向かった日を
風化させないため、佐藤市長、藏原議長、岩本県議会議
員が市役所玄関前に復興祈念の桜を植樹しました。

　未来の子どもたちに争いのない
美しい地球を伝える活動『みん
なのFUJISAN地球フェスタＷＡ
2017九州in阿蘇』の関連イベント
として、内牧遊水池で命の凧揚げ
大会が開かれました。
　命の凧揚げとは、東日本大震災
で犠牲となった方々への追悼と復
興の願いを込めて始めたことを
きっかけに、世界各国で『世界平
和、防災、復興、健康、命』の祈
りを込めたイベントとして開催さ
れています。
　当日は、子ども達が自ら凧を制
作。晴天の中、熊本地震からの復
興を祈願して凧揚げを行いまし
た。初めて凧を揚げた子どももい
て完成した凧が空高く揚がり楽し
い一日を過ごした様子でした。

― 天まで届け ―


